


別記 
 

大町市社会福祉協議会 平成 30 年度決算監査内容詳細 
 
■ 監査実施日時  令和元年 5 月 28 日（火）午前 11 時 00 分～12 時 00 分 
■ 監査実施場所  大町市総合福祉センター１階 相談室 
■ 監査対象期間  平成 30 年 4 月 1 日から平成 31 年 3 月 31 日まで 
■ 質疑・応答 
 
問． デイサービスこすもすについて、職員配置等の課題から業務縮小されたと聞く。今後の 
  見通しについていかがか。 
答． 本年４月に採用した職員等配置し、新たな体制で現在運営している。約２カ月が経過し、

職員も徐々に業務に慣れてきており、今後様子を見る中で、元の常務状態に戻したい。 
 
問． １３カ月決算ということもあり、1 カ月分未収金額が多くなっているが、未収金管理は

どの様に行っているか。 
答． 各事業所に会計担当職員がおり、未収金計上はその職員が行い、未収金の収入状況につ

いては、法人経理担当がチェックしている。 
 
 
 
■ 監査意見 
 
○ デイサービスこすもすについては、人材確保に努め、運営を軌道に乗せ、利用制限解除

に努力されたい。 
 
○ 利用料等の滞納により発生している未収金並びに徴収不能引当金については、本人が亡

くなっている場合や連絡手段がない場合については、欠損処分とするのが妥当ではないか。

貸付金においても動きがないものは５年を目安に欠損処分を検討されたい。 
 
○ 任意ではあるが、公認会計士等による外部監査を数年に１度実施することを検討された

い。 
 
○ 理事・監事の報酬について、この地域の民間社会福祉法人や各社協の状況を確認しなが

ら見直しを検討されたい。 
 
○ 地域福祉活動を積極的に取り組まれており評価する。 
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